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・若林区避難所周辺の被害状況等 
・地震発生から避難所までの行動

・避難所開設と運営

・避難所生活での悩みや不安

・女性への配慮に欠けた一例

・避難所生活を阻害したもの

・震災対応で得た教訓    等
　　　　　　　　　

主 な 内 容



１．身を守る 　 …………
２．火の始末   …………
３．出口の確保   ………
４．隣近所の安否確認

５．家族への連絡   ……
　　　　　　　　　

基本動作は出来たか?!
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７
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避 難 状 況

■　荒浜小学校

■　七郷小学校

■　七郷中学校

■　蒲町小学校

■　蒲町中学校

約３８０名　荒浜住民等・ヘリにより全員救助

約３．０００名　周辺地域住民、荒浜住民等

約７００名　周辺地域住民、荒浜住民等

約１．５００名　周辺地域住民、荒浜住民等

約９００名　周辺地域住民、荒浜住民等



地震発生から避難所までの行動
（かすみ町地域⇒蒲町小学校）



かすみ町地域（海岸から約５．５㎞）

１４：４６　地震発生　自宅及び近隣の被害状況を確認
１４：５５　自衛隊ヘリ・県警ヘリ偵察離陸 確認
１５：１０　町内会の被害状況を確認
　　　　　　（自主避難を促す）　　　　　　
１５：２０　県警ヘリから津波警報・避難指示

　　　　　　　　再度各町内会をまわり避難を促す

１５：４０　大津波　襲来
１５：４０　１５２０に声を掛けた高齢者の方々がまだ自宅　　　　　
１７：００　町内会の約６割が避難

　　　　　　　 町内の約４割は自宅等で避難
　　



仙台市若林区避難所　CASE－１

避難を促しても応じない老婆

震災直後、避難所まで一人で歩けそうもない一人暮らしの高齢

者の方が近所の方々の手を借りてワゴン車で避難しようとして

いましたが、高齢者の方は避難を拒み、なおかつ避難させよう

と支援している住民に対し「玄関の鍵」を探させたり、散乱し

たタンスから「通帳と印鑑」などを探させたりしていました。

避難を手伝っていた住民は、早く避難をしたいのですが、高齢

者の方を独り置いて避難する事も出来ずにいました。

（※その後も、頻繁に震度３以上の余震が続いていました。）



CASE－１避難を促しても応じない老婆

【対応策】 

① 避難をさせる事を最優先に考え、毅然とした態度と口調で指示

② 高齢者の自宅の被害状況から玄関の鍵を掛けてもどこからでも

  侵入出来る旨、更には余震が続きまた大きな地震が来る可能性

  がある事を説明・納得させるとともに、夜は自警団を編成して

  見回りをする事で安心させ避難に応じさせた。

【理由】

① 人命第一（余震が続き、津波の可能性大、いち早い避難が必要）

② 電気・水道・ガス等のライフラインが止まっている中での高齢者

  の独り暮らしは難しいと判断

③ 避難を支援する住民の二次災害防止



避難所開設と運営



・１７：００　避難者約１，２００名強　（人員の掌握取れず）

・２２：００　自警団を編成　各町内会巡視（22:00~06:00）
・２３：００　各町内会長及び学校長へ避難所運営組織を立ち

　　　　　　　上げたい旨を相談し協力を要請

　　　　　　　（会議に提示する簡易組織図を手書き作成）

……………………………………………………………………
・０８：００　各町内会長、学校長等で会議（趣旨説明、役員の決定）
　　　　　　　　　（※防災アドバイザーの立場で支援）

・１０：００　組織に沿った活動を開始

・１９：００　役員が活動しやすい様に避難者を集め、役員の紹

　　　　　　  介と協力依頼

避難所開設までの流れ







避難所立ち上げの考え方

 日頃から顔の知られている町内会長等をメインとした組織

①　人員の掌握及び協力受けが容易

②　情報・伝達等の迅速化の期待

③　日頃の町内活動等の貢献で信頼度が高い

④　避難者個々の不安の軽減 （町内会毎の区割り）　

【避難所内の状況】
１．高齢者や女性が多い　　２．知らない人ばかり（暗いイメージ）　　

３．避難者の不安が多い　　４．避難所生活の長期化が予想された

    コミュニティーを最優先











仙台市若林区避難所　CASE－２

避難所にペットを連れ込む

一部の避難者の中には、子犬などのペットを連れ込んでい

る人がおり、ペットを連れていない避難者から「ペットは

体育館の中に入れて欲しくない。」との苦情があった。

ペットを飼っている人に外につないで欲しい旨を話したら

「室内犬なので今まで外で飼った事が無く、雪が降ってい

る外では可愛そうだ。」とのこと…。

当時、室内犬を連れて避難した方が８家族ほどいた。



CASE－２．避難所にペットを連れ込む

【対応策】 

① 施設管理者（小学校長）へ依頼し、学校の空き教室（工作室）を

  ペットの家族用として提供して頂く様に交渉し確保した。

② ペットを連れた８家族は、全てその「工作室」に入ってもらい、

  その部屋の「班長」を決めて頂いて、朝・夕の情報伝達の時間に

  体育館に来て貰う様にした。

③ ペットの糞尿の確実な始末及びエサ等の準備は飼主の責任で実施

【理由】

 悲惨な状況下でのペットの存在は、飼い主にとって安心と癒やしの

　ひとつと判断した。



仙台市若林区避難所　CASE－３

突然大声で「早く電気を消せ！」

避難所生活から約１０日ほど経過した夜８時頃、いつもの様に避難所運営ス

タッフが連絡事項等を伝えている最中、８０歳位のおじいちゃんが突然大きな

声で「いつまでグタグタ話しているんだ？早く電気を消して寝ろ！」と大声で

怒鳴りました。

一緒に避難していた家族も突然の怒鳴り声にビックリした様子で、その奥さん

と思われるおばあちゃんが「少し我慢しなさい！」と、そのおじいちゃんの頭

を叩きながら運営スタッフに「どうもすみません！」と謝っていました。

話を聞くと、おじいちゃんは自宅ではいつも夜７時頃に寝ていたそうです。

当時、避難所の消灯は夜１０時と定められておりました。



CASE－３．突然大声で「早く電気を消せ！」

【対応策】 

① 状況を受け確認した際、自宅で夜８時前に寝る高齢者が多い事が

  わかり、子供の走る足音や電気の明るさでストレスが溜まってい

　　る事がわかりました。

② 近隣にあるコミュニティーセンターを臨時避難所として借り上げ

  大変な高齢者(付き添え含む）のみコミュニティーセンター（畳部

  屋）で避難生活をしてもらう様に移動してもらいました。

【理由】

① 指定避難所での避難生活の長期化が予想された。

② 体育館は人の出入りが多いため、すきま風が入りやすく床冷えが

  あることなどから高齢者の健康状態に配慮した。



仙台市若林区避難所　CASE－４

指定避難所はお祭り騒ぎ

指定避難所に避難して約１週間程度経った頃から、様々なボランティア団体

の慰問演奏（歌謡ショー・コーラス・手品・楽器演奏など）が多くなった。

はじめは一日１回程度の慰問演奏だったが、１週間ほど経過した頃には、多

い時に午前２回、午後２回、夜１回と朝から晩まで避難所の中はお祭り騒ぎ

の状態の時もあった。

ある時、避難していた高齢者から「ゆっくりくつろぐ時間が無い。慰問して

貰うのは有り難いけど断ること出来ないのか。」との意見が出された。

当時、社協のボランティアセンターが機能を果たしておらず、直接、避難所

との調整で受け入れていた。



CASE－４．指定避難所はお祭り騒ぎ

【対応策】 

① 「大阪から来ました。」「福岡から来ました。」という遠方から

  の慰問団体が多かった事もあり、運営側スタッフは「わざわざ私

　　達のために遠くから来て頂いた。」との気持ちで全て受け入れて

  いた事が分かった。

② 慰問団体の受け入れは、原則ボランティアセンターを通じて調整

  して貰い、最大午前１回、午後１回を基準とし夜は受け入れない

  事とした。

【理由】

① くつろぎや会話が出来る時間帯の確保

② 正式窓口を通じた受け入れと指揮系統の活用



避難所生活での悩みや不満

  ①　老若男女さまざまな人が雑魚寝状態
　②　着替える場所がない、または少ない

　③　人と違うものを食べにくい

　④　他人のいびきや子供が騒ぐのが気になる

　⑤　自分が好きな時に寝ることが出来ない

　⑥　家族での経済的な会話がしにくい

　⑦　精神疾患、その他の病気の方も一緒

　⑧　仮設トイレがいつも混んでいて汚い

　⑨　ペットを連れている方も一緒　など

　



女性への配慮に欠けた一例

１．間仕切りを設置して欲しいという人がいるのに
　　男性リーダーが「みんな家族だから必要ない！」
    と強い口調で言われ最後まで設置されなかった。
２．赤ちゃんに授乳する場所がなく壁に向かって授乳

３．生理用品を男性担当者から「はい！」と言って皆の
　　前で手渡された。

４．女性専用の物干し場が無く、下着を干すと盗まれ
　　る可能性もあるので生乾きのまま着替えた。



女性の視点から意見を言える
女性防災リーダーが必要

災害リスクの高い方の生活上の配慮など

避難所での最低限の安心・安全の確保
　　　  （特に女性への配慮は必要不可欠）

話し合いの場に
女性の積極的な参加



避難所運営を阻害したもの

①　情報の不足
　　（避難者の不安が増す。 デマが飛び交う。）

②　燃料の不足
　　（避難所暖房燃料、避難所運用車両ガソリンなど）

③　通信手段の不全
　　（電話、防災無線等が通じない。情報の共有ができない。 ）

　



震災後の地域との

連携の強化と成果



地域との連携の成果



荒浜地域の避難状況







地域との連携の成果



地域との連携の成果



地域との連携の成果



震災対応で得た教訓

①　行政、町内会、民生委員等との連携の強化

　　　（指揮系統を通じた行政と地域との情報の共有など）

②　地域、行政、学校との積極的な訓練の実施

　　　（早朝・夜間・避難所運営訓練など）

③　顔の見える隣組みとの更なる関係づくり

　　（町内会行事などへの参加・挨拶・声がけなど）

　　　近所付き合い ⇒ 近助付き合い
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